
［成果情報名］昆虫病原性線虫剤、スタイナーネマカーポカプサエ剤を使ったコスカシバ防除

［要約］５月下旬～７月上旬の雨天時に、スタイナーネマカーポカプサエ剤（2500万頭／2
5Ｌ）をモモ主幹部全面に散布（１～２Ｌ／樹）することにより、コスカシバ幼虫に対す
る高い防除効果が得られる。
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［背景・ねらい］

モモの枝幹害虫であるコスカシバは、交信攪乱剤や化学合成農薬によって防除されてい
るが、効果が劣ったり、また化学合成農薬は薬害が生ずるおそれがある。そこで、生物農
薬である昆虫病原性線虫剤、スタイナーネマカーポカプサエ剤による防除法を検討する。

［成果の内容・特徴］

１．６月下旬の降雨の合間に、動力噴霧機を用いてスタイナーネマカーポカプサエ剤（約
５億頭／500Ｌ）をモモ枝幹部を中心に全面散布（10ａ）することにより、コスカシバ
幼虫に対する高い防除効果が得られる（表１、図１）。

２．散布直後から３日間晴天が続くような気象条件下では、薬液が乾燥するため、コスカ
シバ幼虫に対する効果が得られない場合がある（表１、図１）。

３．７月上旬の降雨の合間に、背負い式動力噴霧機を用いて本剤（約2500万頭／25Ｌ）を
モモ主幹部全面に樹当たり約1.8Ｌ散布することにより、コスカシバ幼虫に対する高い
防除効果が得られる（表２、図２）。

４．同時期期に、ハンドスプレーを用いて本剤（約2500万頭／25Ｌ）をコスカシバ幼虫が
排出した虫糞か所だけを対象に、虫糞排出か所当たり約５ ml 散布する場合でも、幼虫
の死亡率は主幹全面散布よりも低いものの、防除効果が得られる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．本剤は乾燥や高温に弱いため、散布は降雨の合間や小雨のある日を選び、幹が濡れて
いるときに行う。

２．本剤は、モモの殺虫剤削減防除体系において使用できる有効な防除資材である。
３．本剤は10ｇ（2500万頭）で約2,500円であり、10ａ（植裁本数20樹）で試算すると約

3,600円（1.8Ｌ／樹）と、DMTP 乳剤（１Ｌ、約4,000円）の約4,000円（使用濃度2
00倍、200Ｌ／10ａ）と比較し、ほぼ同等である。
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散布月日 気象条件 薬　害

試験場所：桑折町伊達崎現地モモほ場10ａ、「あかつき」成木20本植え、コスカシバ多発生

散布方法：約５億頭／500Ｌを枝幹部を中心に全面処理

調査方法：10樹について高さ100cmまでの主幹部に寄生した虫糞排出か所数を計数
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虫糞排出か所数

5月28日 晴天時
　散布前（５月28日）  散布23日後（６月20日）

　表１　晴天時または雨天時にスタイナーネマカーポカプサエ剤を散布した場合の
　　　　防除効果の違い（2002）

　散布前（６月20日）  散布32日後（７月23日）

－
56.1 58.5

6月21日 降雨時 －
58.5

　表２  スタイナーネマカーポカプサエ剤のコスカシバ幼虫に対する死亡率および線虫寄生率（2006）

生存虫 死亡虫 生存虫 死亡虫

Ⅰ 7 1 6 1 6 85.7 100.0

Ⅱ 29 3 26 2 25 89.7 93.1

計 36 4 32 3 31 88.9 94.4

Ⅰ 6 1 5 1 5 83.3 100.0

Ⅱ 32 17 15 14 13 46.9 84.4

計 38 18 20 15 18 52.6 86.8

Ⅰ 8 8 0 0 0 0.0 0.0

Ⅱ 23 23 0 0 0 0.0 0.0

計 31 31 0 0 0 0.0 0.0

試験場所：果樹研究所病害虫科モモほ場、「あかつき」19年生、コスカシバ多発生条件

散布方法：７月10日に樹表面の虫糞やヤニなどはそのままにて、その上から散布

調査方法：２樹について高さ100cmまでの主幹部に寄生した幼虫の生死数および線虫寄生数を計数
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図１　散布前後の気象条件（2002） 図２　散布前後の気象条件（2006）


